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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　障がい者の地域生活支援を行うＮＰＯ法人
クチェカで事務局長を務める鈴木悠太さん
（小川・39歳）。放課後児童クラブも運営し
ていて「子どもたちとの遊び・学びの時間は
楽しいですよ」と笑顔で語ってくれました。
　2023年には岩泉町防災士連絡協議会の
会長に就任。多方面で活躍しています。

キキララッッとと光光るる人人 ❽Ｐ2	 特集　異常気象への備え
Ｐ６	 	子どもを中心に	教育環境を充実
Ｐ８	 	決算審査ここをチェック	

効果的な有害獣対策を
Ｐ12	 	町の考えを問う	

（6議員が一般質問）
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次
は
、
台
風
被
害
へ
早
期
復
旧

　　　　異常気象への備え特  集

特  

集
異
常
気
象
へ
の
備
え

�
台
風
10
号
災
害
か
ら
の
防
災
対
策

　
本
町
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
28
年
台
風
第

10
号
災
害
か
ら
８
年
。
災
害
復
旧
工
事
な
ど
は
一
部
を
除

き
終
了
し
て
い
ま
す
。

 

あ
の
大
災
害
と
全
国
各
地
か
ら
の
支
援
を
忘
れ
な
い
日

と
す
る
た
め
、
町
は
８
月
30
日
に
「
平
成
28
年
台
風
10
号

災
害
支
援
感
謝
の
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
尊
い
命
や
財
産
な
ど
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
昨
年
８
月
の
大
雨
、
本
年

８
月
の
台
風
第
５
号
と
２
年
連
続
で
被
害
が
発
生
。

　
本
号
で
は
、
今
後
の
異
常
気
象
に
備
え
る
た
め
、
台
風

10
号
災
害
後
に
整
備
さ
れ
た
人
材
や
情
報
な
ど
ソ
フ
ト
面

を
検
証
し
防
災
対
策
を
考
え
ま
す
。

　
水
防
警
報
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
河
川
管
理
者
が
洪
水

時
の
河
川
水
位
の
状
態
に
よ
り
発
表
す
る
警
報
の
こ
と
で

す
。
状
況
に
応
じ
て
発
表
さ
れ
ま
す
。
基
準
を
正
し
く
理

解
し
、
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
台
風
10
号
災
害
に
よ
り

地
域
自
主
防
災
組
織
の
重

要
性
を
再
認
識
。
定
例
的

に
連
絡
会
議
を
開
催
し
連

携
を
強
化
。
防
災
意
識
の

統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
や
研
修
会
な
ど
も

継
続
的
に
実
施
。
一
人
一

人
の
防
災
意
識
を
高
め
な

が
ら
各
地
区
の
自
主
防
が

相
互
に
協
力
し
合
い
組
織

力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
10
号
災
害
の
際
、

各
地
域
で
は
自
主
避
難
所

が
多
数
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
態
を
踏
ま
え
町
の
指

定
避
難
所
を
増
や
し
、
備

蓄
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
地
域
自
ら
で
避
難
運
営

を
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
ま
す
。

　
防
災
士
は「
自
助
」「
共

助
」「
協
働
」
を
原
則
と

し
て
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
防
災
力
を
高
め
る

活
動
を
す
る
た
め
、
十
分

な
意
識
と
一
定
の
知
識
・

技
能
を
修
得
し
た
人
で
す
。

　
町
で
は
台
風
10
号
災
害

後
、
防
災
士
養
成
の
取
り

組
み
を
推
進
。
令
和
元
年

に
は
町
防
災
士
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
ま
し
た
。
町

連
絡
協
議
会
の
防
災
士
登

録
者
数
は
、
本
年
７
月
末

現
在
２
0
4
人
で
す
。

　
防
災
対
策
や
災
害
発
生

時
の
決
ま
り
と
な
る
「
協

定
」
を
締
結
す
る
取
り
組

み
も
進
み
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
施
設
の
近
隣

事
業
者
の
職
員
が
、
災
害

時
に
要
配
慮
者
の
避
難
行

動
な
ど
を
支
援
。

　
ヤ
フ
ー
㈱
と
の
協
定
で

は
、
防
災
速
報
を
活
用
し

た
防
災
情
報
（
自
治
体
か

ら
の
緊
急
情
報
）を
配
信
。

専
用
ア
プ
リ
で
避
難
所
の

開
設
情
報
や
災
害
へ
の
注

意
喚
起
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
強
化

正
し
く
理
解
し
、適
切
な
判
断
を

�

水
防
警
報
な
ど
の
基
準
水
位

指
定
避
難
所
を
増

防災士の
養成

“協定”の締結

Yahoo!
防災速報からの
情報配信

岩泉町
防災マップ

二級河川小本川と安家川における水防警報などを行う基準水位

増　
　
水

危険度
レベル

5
4
3
2
1

通常の
水位

基準水位（ｍ）
小本川 安家川

3.80 3.50

3.30 3.00

3.10 2.90

2.50 1.80

河川の水位 町民に求められる
行動

氾濫発生

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

住民の避難完了

避難の判断
避難開始

高齢者等避難の
目安

雨量・気象情報
などへ注意

全国各地からのご支援に改めて感謝申し上げます
（平成 28 年台風 10 号災害支援感謝の日）
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定例会のあらまし定例会のあらまし

次
は
、
決
算
の
あ
ら
ま
し

台風の大雨により大きく決壊した町道鼠入川線

台風被害へ早期復旧
補正予算の専決処分を承認

　
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
９

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
12
日
と
13
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
６
人
の
議
員
が

登
壇
し
ま
し
た（
質
問
の
内
容
な
ど
は
12
㌻
か
ら
15
㌻
ま
で
）。

　
台
風
第
５
号
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
を
、
早
期
に
復
旧
す

る
た
め
直
ち
に
必
要
と
な
っ
た
補
正
予
算
の
専
決
処
分
（
※

１
）
を
承
認
。
そ
の
ほ
か
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

専
決
処
分
３
件
を
承
認

災
害
復
旧
と
参
院
補
選

　
一
般
会
計
補
正
予
算
第

3
号
と
観
光
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
２
号
は
、

台
風
災
害
の
復
旧
費
を
計

上
。
生
活
橋
や
町
道
、
農

道
・
牧
道
、
町
有
林
の
作

業
道
、
龍
泉
洞
内
の
照
明

設
備
の
復
旧
工
事
な
ど
、

補
正
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
億

4
８
１
５
万
円
、
５
１
3

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
第

4
号
は
、
参
議
院
岩
手
県

選
出
議
員
の
辞
職
に
伴
う

補
欠
選
挙
の
経
費
１
８
２

５
万
円
を
増
額
補
正
。

　
報
告
の
あ
っ
た
専
決
処

分
3
件
全
て
を
承
認
し
ま

し
た
。

粗
飼
料
の
購
入
に
支
援

高
温
で
収
穫
量
が
激
減

　
近
年
の
高
温
な
ど
の
影

響
で
牧
草
の
収
穫
量
が
激

減
す
る
草
地
が
多
数
発

生
。各
畜
産
経
営
体
で
は
、

牧
草
ロ
ー
ル
の
購
入
先
確

保
や
運
送
料
な
ど
新
た
な

費
用
負
担
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
粗
飼
料
（
※

２
）
の
購
入
に
緊
急
支
援

を
行
い
、
経
営
の
維
持
・

安
定
を
図
る
狙
い
で
す
。

　時間的に議会の招集を待てない緊
急な場合などに、町長が議会の議決
に代わり意思決定すること。議会へ
の報告と、議会の承認が必要です。

おしえておしえて  ぴーちゃんぴーちゃん
（※１）専決処分とは

定例会の
あらまし

◇
請
願
の
名
称

　
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求

め
る
請
願

＊
請
願
人

　

 

岩
手
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
会
長　
佐
藤
嘉
夫

＊ 

紹
介
議
員

　
林
﨑
竟
次
郎
議
員

＊ 

付
託
先

　
総
務
常
任
委
員
会

＊
請
願
の
要
旨

　
国
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
２
0
２

4
年
12
月
２
日
に
廃
止
し
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
す
る
と
決
定
。
医
療
を
受
け
る
権

利
を
確
実
に
保
障
す
る
た
め
、
現
行
の
健

康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
る
。

＊
意
見
書
の
結
果　
採
択

再
整
備
工
事
の

契
約
額
を
変
更

　
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

は
、
来
春
の
開
業
を
目
指

し
再
整
備
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
で
す

が
、
今
回
、
一
部
交
付
対

象
外
と
な
り
契
約
金
額
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

＊
変
更
に
よ
る
増
額

　
　
　
　
２
4
4
９
万
円

＊
総
工
事
費

　
　
５
億
７
９
4
4
万
円

　
総
務
常
任
委
員
会
（
畠

山
昌
典
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
て
い
た
１
件
の
請
願

を
採
択
と
決
定
。
国
の
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

請願
１件を採択

＊
意
見
書
の
要
旨

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
寝

た
き
り
の
人
な
ど
社
会
的

弱
者
に
と
っ
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や

更
新
、
病
院
の
受
診
な
ど

は
非
常
に
困
難
。
対
応
し

き
れ
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
、
不
利
益
が
生
じ
て
い

る
。
現
状
を
踏
ま
え
慎
重

に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
国
に
対
し
現
行
の
健
康

保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
。

＊
意
見
書
提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

デ
ジ
タ
ル
大
臣
、
衆
議
員

議
長
、
参
議
院
議
長

高齢者などには少しハードルが高いマイナ保険証

待ちに待ったふれあいらんど岩泉の再整備。着々と進行
（眺めの良い高台にはグランピング施設が建設予定）

緊
急
確
保
対
策
の
内
容

◆
対
象
者

　

 

町
内
に
住
所
を
有
す
る

畜
産
経
営
体

◆
事
業
の
内
容

① （
一
社
）
農
業
振
興
公
社

が
取
り
ま
と
め
一
括
購

入
。
必
要
資
金
を
同
社

へ
貸
し
付
け

② 

飼
料
販
売
事
業
者
か
ら

購
入
し
た
場
合
、
１

ロ
ー
ル
当
た
り
２
千
円

を
補
助
。
上
限
30
万
円

③ 

種
子
購
入
費
の
２
分
の

１
を
補
助
。
６
万
円
上

限
。
草
地
更
新
な
ど
町

補
助
対
象
は
除
く
。

【
関
連
11
㌻
】

◆
事
業
費

�

２
５
３
０
万
円

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

（※２）家畜に与える飼料（えさ）の中で、生草、サイレージ、乾草、わら類などのこと

家畜し尿運搬用コンテナ３台を購入

金 　 　 額　904 万円
契約の相手方　極東開発工業株式会社（大阪市）

古くなり使用できなくなったコンテナ

人権擁護委員の候補者
３人を「適任」と答申

　人権擁護委員の２人が任期満了に、１人が欠
員となっていましたが、新たに３人の委員候補
者を推薦したいとして意見を求められたもので
す。いずれも「適任」と答申しました。

武田美枝子さん（岩泉・65 歳）
菊地　凉子さん（小川・62 歳）
森子　栄一さん（安家・68 歳）

現行保険証存続を
国へ意見書を提出
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前年度比
8.7％ 増

決算のあらまし決算のあらまし

５年度決算

子
ど
も
を
中
心
に

教
育
環
境
を
充
実

一
般
会
計
１
０
9
億
円
の

歳
出
決
算
を
認
定

　
５
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
額
は
１
0
８
億
６

3
６
4
万
円
で
、
前
年
度

比
８
億
６
７
１
８
万
円

（
８
．
７
％
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

増
加
し
た
主
な
要
因

は
、
総
務
費
が
3
億
５
６

0
９
万
円
（
18
・
７
％
）

増
加
し
た
た
め
で
す
。

　
子
ど
も
を
中
心
に
し
、

保
育
料
の
完
全
無
償
化
や

出
産
祝
い
金
を
増
額
。
新

　
令
和
５
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、
一
般
会
計
・

６
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
総
額
１
４
２
億

円
の
決
算
を
慎
重
に
審
議
。
全
て
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。【
関
連
８
～
９
㌻
】

た
に
在
宅
子
育
て
支
援
金

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

の
移
動
に
対
す
る
応
援
金

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
の
開
所
、
歴
史
民
俗
資

料
館
を
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど

教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
決
算
の
状

況
と
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

５年度決算の詳細は
町のHPから

在宅子育て支援金�在宅子育て支援金� ３３３３３３万円万円

町の実質負担町の実質負担�� ４１７４１７万円万円
歴史民俗資料館の移転・整備歴史民俗資料館の移転・整備
�� ５７４１５７４１万円万円（４～５年度で実施）（４～５年度で実施）

保育料を完全無償化保育料を完全無償化

５年度　各会計の決算額
会計名 歳入 歳出
一般会計 117億6888万円 108億6364万円

特
別
会
計

国民健康
保 険

事 業 勘 定 11億6070万円 11億2845万円
診 療 施 設 勘 定 3780万円 3375万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億2211万円 1億2190万円

介護保険 事 業 勘 定 15億7956万円 14億6811万円
サービス事業勘定 1170万円 1121万円

観 光 事 業 2億309万円 1億9239万円
公 共 下 水 道 事 業 3億6739万円 2億1383万円
大 川 財 産 区 406万円 397万円

企
業
水 道 事 業
会 計

収 益 的 収 支 4億3188万円 4億837万円
資 本 的 収 支 2億5665万円 5億151万円
合計 159億4382万円 149億4713万円

0
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９
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５
０
億
２
１
９
１
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円

１
５
０
億
２
１
９
１
万
円

１
５
０
億
２
１
９
１
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

4 ５326 27 28 29 30 元 2 （年度）

（円） 一般会計歳出決算額の推移

衛生費
9億4998万円
(8.7%)

消防費
5億7483万円
(5.3%)

商工費
2億5079万円
(2.3%)

農林水産業費
8億4349万円
(7.8%)

土木費
11億7191万円
(10.8%)

教育費
8億97万円
(7.4%)

災害復旧費
1億5738万円
(1.4%)

民生費
18億5899万円
(17.1％)

総務費
22億5710万円
(20.8％)

議会費
8541万円
(0.8％)

公債費
19億1279万円
(17.6%)

歳出
（使ったお金）
108億6364万円

町税
7億4407万円
(6.3％)

県支出金
3億8242万円
(3.2％)

町債
9億1180万円
(7.7％)

国庫支出金
10億7872万円
(9.3％)

繰入金･繰越金
17億1102万円
(14.5％)

地方譲与税・
交付金など
3億8937万円
(3.3％)

地方交付税
57億5614万円
(48.9％)

諸収入
7億9534万円
(6.8％)

歳入
（入ってきたお金）
117億6888万円

◆
財
政
用
語
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
町

が
行
う
事
業
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
補
助
さ
れ
る

お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
で

あ
る
自
動
車
重
量
税
な
ど

が
一
定
の
割
合
で
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら

取
り
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預

金
利
子
な
ど
の
お
金

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事

務
経
費
や
財
産
管
理
な
ど

の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児

童
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め

の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や

ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林

水
産
業
の
振
興
や
農
道
・

林
道
の
整
備
、
漁
港
整
備

な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振

興
や
観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川

整
備
な
ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金 お

し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

一般会計決算の内訳

自主財源
町で集めたお金

32億5043万円
（27.6％）

依存財源
国・県・借入金などに

頼るお金
85億1845万円
（72.4％）

堅実な財産運営を評価
～決算審査意見～
　9 月 12 日の本会
議で報告された決
算審査意見の内容
を要約してお伝え
します。

一般会計・特別会計
　厳しい財政環境の中、実質公債
費比率（※）は減少し、町債（借金）
現在高も減少。主要基金（貯金）の
保有額は、台風災害を受ける前の
平成 27 年度の水準を超え、堅実
な財政運営は評価する。
　今後は、少子高齢化、生産人口
の減少などによる税収減や地方交
付税の減少が懸念され、厳しい財
政状況が続くものと予測。将来に
わたり安定した行政サービスを提
供するために基礎的財政収支の黒
字化を堅持し、持続可能な行財政
運営に努められたい。

水道事業会計
　人口減少による料金収入の減
少、施設の老朽化の修繕や更新、
燃料費の高騰など今後の経営環境
はより厳しさを増すと考えられ
る。改定した経営戦略などの計画
を着実に実行し、長期的な経営の
安定を図られたい。

箱石憲市
代表監査委員

（※）一般財源に対する公債費（借金）の比率。18％を超えると借り入れに国の許可が必要

次
は
、
決
算
審
査　
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
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問　
人
口
減
少
が
進
み
、

全
て
が
役
場
で
対
応
す
べ

き
と
い
っ
た
潮
流
に
あ

る
。
役
場
、
議
会
と
も
考

え
方
の
転
換
が
必
要
。
役

場
の
長
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
は
。

町
長　
人
口
が
減
れ
ば
、

例
え
ば
水
道
も
、
現
在
２

千
円
の
基
本
料
金
を
５
千

円
、
１
万
円
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
従
来
ど
お
り
要

望
を
聞
く
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
、
政
策
の
選
択
と

集
中
が
迫
ら
れ
る
。
お
互

い
に
覚
悟
と
決
意
が
必
要

で
あ
る
。
役
場
に
言
え
ば

い
い
で
は
な
く
、
役
場
、

議
会
、
町
民
が
「
自
ら
の

責
任
」
で
や
る
べ
き
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

決算審査決算審査 ここを

チェック

　昨年新しくなった水源地。川幅が狭く
流出が心配でした。非常用有孔管の埋
設で、断水は免れました。非常時の水
源確保と安心できる施設整備を望みます。

　シカ食害防護施設を町の支援で設置。
被害が減って助かっています。
　生産者が高齢化し、設置作業費の補助
組み入れなど対策の拡充・継続を望みます。

有孔管の埋設
断水は免れた

生産者が高齢化
補助拡充を望む

砂子　眞
まこと

さん
（尼額・83歳）

三上　義和さん
（釜津田・49歳）

まま ちち 声声のの まま ちち 声声のの

効果的な有害獣対策を
　決算審査特別委員会（三田地和彦委員長）は９月
18 日から 20 日までの３日間、一般会計と６特別
会計、水道事業会計の５年度決算を審査しました。
　ここでは、特別委員会の審査の中からいくつかの
内容を要約してお伝えします。

な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
制

度
を
見
直
す
必
要
は
。

電
気
牧
柵
は
耐
用
年

数
が
あ
り
経
年
で
能

力
低
下
。
単
純
更
新
よ
り

能
力
向
上
に
よ
る
更
新
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

農
家
な
ど
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
新
年
度
で
対
応
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

い
る
。
増
水
で
カ
メ
ラ
が

故
障
し
、
園
地
内
に
あ
っ

た
カ
メ
ラ
を
移
設
。現
在
、

園
地
内
に
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
発
生
時
に
早
期
解
決
へ

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

園
地
内
に
も
再
設
置
す
べ

き
で
は
。

重
要
性
が
高
ま
っ
て

お
り
、
園
地
内
に
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

て
流
れ
を
確
保
し
、
発
電

機
の
燃
料
確
保
な
ど
事
前

準
備
を
行
っ
て
い
る
。

農　業

助
成
制
度
の
見
直
し
を

能
力
向
上
更
新
を
検
討

農
作
物
被
害
防
止
対

策
制
度
の
内
容
は
。

果
樹
、
畑
わ
さ
び
の

侵
入
防
止
網
は
購
入

費
の
4
分
の
3
を
助
成
。

他
の
作
物
は
電
気
牧
柵
な

ど
3
分
の
２
を
助
成
す
る
。

更
新
は
対
象
外
だ
が

数
十
年
が
経
ち
古
く

旅
行
者
見
舞
金
２
万

円
の
内
容
は
。

台
湾
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
男
性
１
人

が
、
洞
内
の
手
す
り
で
左

手
薬
指
を
怪
我
し
た
。
診

察
を
受
け
そ
の
治
療
費
を

含
め
た
見
舞
金
で
あ
る
。

洞
内
と
園
地
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
は
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

洞
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

が
９
つ
設
置
さ
れ
て

最
近
改
修
し
た
松
橋

の
原
水
取
水
施
設

が
、台
風
で
崩
壊
。
壊
れ
な

い
予
防
対
策
が
必
要
で
は
。

増
水
で
土
石
流
が
流

れ
る
場
合
、表
流
水
で

取
水
は
不
可
能
と
実
感
。

伏
流
水（
※
）を
呼
び
込
む

施
設
を
考
え
た
い
。財
源
な

ど
を
研
究
し
対
応
し
てい
く
。

水
を
止
め
ず
に
供
給

す
る
た
め
、
施
設
ご

と
事
前
対
策
が
必
要
で
は
。

雨
・
風
・
落
雷
が
予

測
さ
れ
る
場
合
、
取

水
堰
堤
の
ゲ
ー
ト
を
外
し

問

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答

答

観　
光
防犯カメラ園地内設置は
重要性高く必要と考える

水　
道
取水施設の台風対策は
伏流水呼び込みを検討

圏
内
の
更
新
伐
（
伐
採
）

に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

自
伐
林
家
で
も
補
助

は
可
能
か
。

町
の
補
助
事
業
は
可

能
で
あ
る
。

所
有
者
へ
の
周
知
は
。

町
広
報
、
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
ね
っ
と
な
ど
で
周

知
を
進
め
て
い
く
。

ナ
ラ
枯
れ
の
町
内
拡

大
の
状
況
は
。

現
在
、
最
西
端
で
龍

泉
洞
付
近
ま
で
発

生
。
木
の
中
に
薬
を
注
入

し
て
虫
を
殺
す
（
樹
幹
注

入
）
方
法
に
今
シ
フ
ト
し

て
い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

更
新
伐
、
木
の
若
返

り
が
必
要
。
被
害
の

最
先
端
地
か
ら
半
径
30
㌔

森　林

ナ
ラ
枯
れ
拡
大
対
策
は

補
助
を
つ
か
い
更
新
伐

問問

問 問

決算審査特別委員会決算審査特別委員会

答答

答答

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全
般
に

対
し
て
行
う
も
の
。
一
般
会
計
決
算
の
総
括

質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般会計

問　
職
員
の
働
き
方
改
革

を
進
め
る
た
め
に
、
町
長

自
ら
が
ど
う
や
っ
て
休
暇

を
確
保
す
る
か
考
え
る
べ

き
で
は
。

町
長　
自
ら
先
に
立
っ
て

行
動
し
、
職
員
も
休
め
る

環
境
を
つ
く
る
。

問　
政
策
目
標
の
達
成
状

況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
２
期
目
の
公
約
は

７
、８
割
達
成
し
て
い
る
。

子
育
て
、
高
齢
者
に
関
す

る
無
償
化
を
進
め
て
き

た
。
今
後
、
気
象
変
動
に

対
し
て
１
次
産
業
を
ど
う

し
て
い
く
か
が
大
き
な
問

題
。
公
約
と
そ
れ
以
外
に

も
対
応
し
て
い
く
。

千葉泰彦
委員

次

は

、

●

次
は
、
釜
津
田
小
を
閉
校

害獣から農作物を守る電気牧柵

洞内カメラの映像を映すモニター。園地内にも設置が必要

隣接地域にほぼすっぽり入っている本町

ナラ枯れ被害の被害地域と隣接地域
 （R6.3 月末現在）

●
被
害
地
域
（
被
害
木
か
ら
２
㌔
以
内
）

●
隣
接
地
域
（
被
害
木
か
ら
30
㌔
以
内
）

三田地泰正
委員

（※）�水がしみ込みやすい土地を川が流れると、水が地中に
もぐりこんで流れる。この水のこと

昨年に続き今年も被災した松橋の取水施設
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条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

佐々木鈴
りん

ちゃん（６年生）　　怜
れい

ちゃん（２年生）　　優
ゆう

ちゃん（４年生）

寂しくも本年度で閉校となる釜津田小学校

釜
津
田
小
を
閉
校

1
4‌
7
年
の
歴
史
に
幕

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
泰

正
委
員
長
）
は
９
月
17
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
８

件
、
補
正
予
算
５
件
を
審
査
。
全
て
の
議
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
１
４
７
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
釜
津
田
小
。
統
合
へ

の
同
意
や
閉
校
後
の
施
設
使
用
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　統合の喫緊の課題、安心安全な登
下校路線の整備を早急にお願いした
い。スクールバスに限らず重要な路線
なので、可能な限りの整備を期待します。

統合の課題
路線の整備

中田　学
まなぶ

さん
（釜津田・54歳）

まま ちち 声声のの

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
が
、
今
議
題
に
上

が
っ
て
い
る
。
課
題
が
残

ら
な
い
よ
う
順
次
協
議
し

て
い
る
。

施
設
開
放
で
校
舎
を

使
い
た
い
場
合
、
使

用
可
能
か
。

校
舎
も
体
育
館
同

様
、
地
区
行
事
な
ど

で
使
う
場
合
は
、
使
用
許

可
で
可
能
に
な
る
。

教　育

閉
校
後
に
使
え
る
か

使
用
許
可
で
可
能
に

釜
津
田
小
の
統
合
へ

の
同
意
で
、
特
に
問

題
は
な
か
っ
た
か
。

同
意
率
は
87
％
。
令

和
以
降
の
学
校
統
合

で
一
番
高
い
同
意
率
で
、

特
段
の
問
題
は
な
い
。

統
合
後
に
問
題
が
生

じ
た
場
合
、
教
育
委

員
会
と
の
交
渉
に
も
限
度

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
点
は
な
い
か
。

問

問

問 答

答答

農
家
が
独
自
に
飼
料

業
者
か
ら
購
入
す
る

パ
タ
ー
ン
と
、
農
業
振
興

公
社
が
農
家
の
希
望
を
取

り
ま
と
め
取
引
し
農
家
に

届
け
る
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。

酪
農
経
営
体
の
関
係

は
ど
う
な
る
か
。

対
象
者
は
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
畜
産

経
営
体
。
酪
農
、
黒
毛
・

短
角
の
肉
牛
、
養
豚
農
家

が
含
ま
れ
る
。
農
家
数
は

33
経
営
体
を
予
定
。

牧
草
は
一
番
草
か
ら

三
番
草
ま
で
あ
る
。

２
千
円
の
補
助
は
同
じ
か
。

メ
イ
ン
は
北
海
道
産

の
ロ
ー
ル
に
な
る
。

輸
送
費
な
ど
の
経
費
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
差
額

4
千
円
の
半
額
を
補
助
し

た
い
考
え
で
制
度
設
計
。

一
番
草
か
ら
三
番
草
ま

で
、
１
ロ
ー
ル
２
千
円
で

統
一
し
た
。

粗
飼
料
の
購
入
方
法

は
。

問問

問

答

答答

畜　
産
粗飼料確保の対策は
ロール２千円を支援

　今年はロール収量が減少し、価格が
上がって厳しいとき支援はありがたい。
天候不順でも粗飼料を購入せず自前で
確保できる経営基盤の整備をしたいです。

　幼児～高校と年が上がる程かかるお
金も上がるので、本当にありがたいです。
子どもたちへの支援が充実され、将来
一つでも選択肢が増えればと思います。

収量減少に支援
ありがたいです

支援の充実で
選択肢増えて

山屋　祐太さん
（岩泉・31歳）

工藤　久子さん
（小川・46歳）

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

畜産経営は自給粗飼料が不作になると死活問題です

所
得
制
限
の
撤
廃
に

よ
り
対
象
と
な
る
人

数
は
。直

近
の
数
字
で
は
世

帯
数
が
８
世
帯
、
児

童
数
19
人
が
限
度
額
超
過

に
該
当
。

（
※
）
18
歳
に
達
す
る
以

後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
の
交

付
か
。そ

の
と
お
り
。
そ
の

ほ
か
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
専
用
の
ア
プ
リ

（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
を

設
定
す
る
と
、
カ
ー
ド
が

な
く
て
も
交
付
が
可
能
に

な
る
。

児
童
手
当
が
２
２
５

２
万
円
の
増
額
補

正
。
総
額
９
１
５
８
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

本
年
10
月
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
改
正
さ

れ
る
。
支
給
対
象
を
中
学

生
ま
で
か
ら
高
校
生
年
代

（
※
）
ま
で
延
長
。
所
得

制
限
も
撤
廃
さ
れ
る
。

各
種
証
明
書（
※
２
）

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

開
始
。
町
内
と
町
外
で
利

用
が
可
能
な
場
所
は
。

町
内
で
は
２
店
舗
。

全
国
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
利
用
可
能
で
あ
る
。

子育て

Ｄ　Ｘ

児
童
手
当
の
補
正
増
理
由
は

各
種
証
明
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

制
度
改
正
で
支
給
対
象
拡
充

町
内
２
店
、
全
国
で
利
用
可

問

問 問

問

答

答 答

答

＊住民票の写し
＊住民票記載事項証明書
＊印鑑登録証明書
＊所得課税扶養証明書

＊戸籍関係証明書　
　�（現在の戸籍のみ。除籍や
原戸籍は不可）

＊戸籍の附票の写し

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん

現状
0～2歳 1万5千円
3歳～
小学生 1万円 第3子以降

1万5千円
中学生 1万円
高校生 なし

所得制限あり

令和6年10月分以降
1万5千円

第3子以降
3万円

１万円

１万円
1万円
所得制限なし

次

は

、

●

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

（※ 2) コンビニで取得できる証明書は？

６年間通い続けた
学校なのでさみしい。

次の学校でも
楽しくがんばりたい。

新しい一歩を
ふみ出すのが緊張。
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町の考えを問う

６人の議員が登壇

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ⃝人口減少での課題対応は（15㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
６

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
13

㌻
か
ら
15
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ⃝災害復旧は改良復旧を（13㌻）
＊その他の質問
　子どもたちの目線を生かしたまちづくり

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ⃝給食への地消地産は（14㌻）
＊その他の質問
　龍泉洞内の電気設備の増水被害対策を

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝貴重な水取戻す活動を（15㌻）
＊その他の質問
　グリーン社会実現に向けた取り組み：�脱炭素の具体的な施策の見通し�

町再生可能エネルギー推進計画の推進

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝ハラスメント相談窓口を（14㌻）
＊その他の質問
　消防演習の放水訓練：場所の移転と全ポンプ車による放水訓練の実施を

問�

災
害
復
旧
は
改
良
復
旧
を

答 

新
た
な
制
度
創
設
を
要
望

問　
台
風
に
よ
る
水
源
施

設
の
被
災
や
道
路
決
壊
は

同
じ
箇
所
で
発
生
。
復
旧

の
み
で
な
く
改
良
復
旧
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
原
形
復
旧
を
原
則

と
す
る
災
害
復
旧
事
業
で

は
、
今
後
も
同
様
の
ケ
ー

ス
が
懸
念
さ
れ
る
。
技
術

的
な
部
分
も
含
め
、
財
源

の
確
保
と
併
せ
て
、
関
係

機
関
な
ど
と
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
同
様
の
災
害
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
、
新
た
な
災

害
復
旧
制
度
の
創
設
な
ど

国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ

命
に
も

脅
威
に
も
な
る

お
な
じ
水

防
災
の

か
な
め
早
期
の

自
主
避
難

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
今
夏
の
台
風
で
、
一

部
地
域
で
断
水
し
住
民
生

活
に
支
障
を
き
た
し
た
。

給
水
車
だ
け
で
は
賄
え
な

い
生
活
用
水
確
保
の
た

め
、
井
戸
の
場
所
の
確
認

や
水
質
検
査
な
ど
事
前
調

査
を
し
、
緊
急
時
に
備
え

る
べ
き
は
な
い
か
。

町
長　
台
風
第
５
号
で
は

問�緊急時の生活用水確保を
答 井戸など現状確認し研究

復旧のみでない改善対策が必要（町道沢廻線）

緊急時、地域にある井戸の活用を

る
集
落
に
、
早
期
避
難
の

協
力
を
求
め
る
べ
き
で
な

い
か
。

町
長　
今
回
の
台
風
第
５

号
で
も
、
避
難
所
開
設
や

避
難
指
示
な
ど
過
去
の
経

験
を
教
訓
に
早
め
早
め
の

対
策
・
対
応
を
取
っ
た
。

　
今
後
も
消
防
団
や
自
主

防
災
協
議
会
、
防
災
士
な

ど
を
中
心
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る
。

早
期
避
難
の
呼
び
掛
け
を

徹
底
し
、
住
民
個
々
の
避

難
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
。

早
期
の
断
水
解
消
を
目
指

し
、
復
旧
作
業
を
進
め
、

給
水
車
に
よ
る
給
水
活
動

を
行
っ
た
。

　
井
戸
水
の
活
用
は
、
災

害
時
に
町
民
生
活
の
維
持

に
有
用
な
ツ
ー
ル
の
一
つ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
現

状
確
認
や
利
活
用
な
ど
を

研
究
し
て
い
く
。

問　
小
中
学
校
の
全
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
特
別
教
室

へ
の
設
置
の
考
え
は
。

教
育
長　
設
置
の
必
要
性

は
認
識
。
各
学
校
で
の
特

別
教
室
の
利
用
状
況
を
把

握
・
検
討
し
、
良
好
な
学

習
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ⃝緊急時の生活用水確保を（13㌻）
＊その他の質問
　小中学校の特別教室へのエアコン設置を
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町の考えを問う 町の考えを問う

三田地久志議員

問　
令
和
４
年
３
月
に
地

消
地
産
条
例
が
制
定
さ
れ

２
年
半
が
過
ぎ
た
。

　
小
中
学
校
の
給
食
費
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
食
育
と
健

康
増
進
に
対
す
る
取
り
組

み
が
、
よ
り
発
展
・
推
進

さ
れ
て
き
て
い
る
。
給
食

へ
の
地
消
地
産
は
進
ん
で

い
る
か
。

町
長　
学
校
給
食
で
提
供

す
る
野
菜
の
作
付
種
類
や

生
産
量
の
調
査
に
関
し
、

発
注
先
の
生
産
組
合
が
生

産
品
目
や
生
産
量
を
調

査
。
報
告
を
受
け
把
握
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
栄

養
教
諭
に
よ
る
生
産
現
場

で
の
確
認
も
一
部
行
っ
て

い
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
給
食
会
」

に
は
、
生
産
者
を
招
き
児

童
生
徒
と
交
流
し
な
が

ら
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る

食
材
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
る
。

教
育
長　
学
校
給
食
は
地

元
食
材
を
多
用
し
て
お

り
、
無
償
化
と
な
っ
て
も

給
食
の
質
は
落
と
さ
な
い

よ
う
検
証
し
て
い
く
。

食
育
を地

消
地
産
で

進
め
よ
う

一般質問・答弁
全文はこちらから

目で見て触れる。子どもたちに食育の大切さを

問�

給
食
へ
の
地
消
地
産
は

答 

取
り
組
み
進
め
て
い
る

尊
厳
と心

身
冒
す

　
　

モ
ラ
ハ
ラ
✖

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
町
内
企
業
で
働
く
人

か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
と
い
う
相
談
が
あ
っ

た
。
被
害
者
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
で
き
る
窓
口
を

町
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
民
間
企
業
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
相
談
は
、
労
働

基
準
監
督
署
内
に
設
置
し

問�ハラスメント相談窓口を
答 労働基準監督署内に設置

ハラスメント相談は労働基準監督署へ

て
い
る
「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
で
き

る
仕
組
み
が
整
っ
て
お
り

活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
内
容
に
基
づ
き
、
法
令

違
反
の
可
能
性
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
当
該
事
業

所
に
行
政
指
導
を
行
い
、

是
正
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

問　
小
本
川
の
河
川
改
修

で
、
こ
れ
ま
で
の
場
所
で

放
水
訓
練
が
で
き
な
く
な

る
。
対
岸
の
岩
泉
橋
か
ら

上
流
部
で
行
え
な
い
か
。

町
長　
対
岸
は
、
現
段
階

で
は
ポ
ン
プ
車
の
進
入
が

困
難
で
吸
水
で
き
ず
、
安

全
上
の
問
題
な
ど
か
ら
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
条

件
の
合
う
場
所
が
見
つ
け

ら
れ
な
い
状
況
で
更
な
る

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

専門職の人員不足も課題です

町
あ
げ
て

貴
重
な
財
産

戻
し
た
い

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
小
本
川
・
大
川
の
水

は
岩
洞
湖
に
導
い
て
い
る
。

今
年
の
春
、
県
企
業
局
大

川
堰
堤
か
ら
長
期
間
に
わ

た
り
水
が
全
く
流
れ
て
い

な
か
っ
た
。
数
年
後
に
は

水
利
権
の
更
新
時
期
も
く

る
。
そ
の
前
に
、
地
域
住

民
ら
で
構
成
す
る
組
織
を

設
立
し
、
放
流
量
の
監
視

や
水
利
権
更
新
に
向
け
た

問�貴重な水取戻す活動を
答 住民らと意見交換する

地域の宝を守り有効活用を

調
査
・
協
議
な
ど
貴
重
な

水
を
取
り
戻
し
、
河
川
環

境
の
改
善
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
町
長
の
所
見
は
。

町
長　
今
年
の
春
に
は
、

大
川
取
水
堰
堤
魚
道
か
ら

水
が
放
流
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
事
例
が
発
生
し

た
。
県
企
業
局
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
「
魚
道
の
機
器

に
不
具
合
が
あ
っ
た
」
と

の
こ
と
で
、
再
度
放
流
を

開
始
し
て
い
る
。

　
岩
洞
ダ
ム
は
建
設
か
ら

約
60
年
が
経
過
し
、
当
時

か
ら
の
状
況
に
は
変
化
が

生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
今
後
は
地
域
住

民
や
関
係
団
体
な
ど
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
水
系

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

か
、
検
討
し
て
い
く
。

千葉　泰彦議員

問　
介
護
保
険
事
業
者
の

担
い
手
不
足
が
報
告
さ
れ

た
。
担
い
手
不
足
は
岩
泉

町
役
場
も
同
様
で
は
な
い

か
。
採
用
な
ど
状
況
は
。

町
長　
採
用
決
定
後
の
辞

退
が
多
く
、
昨
年
は
追
加

試
験
を
実
施
。
専
門
職
も

充
足
し
な
い
職
種
が
あ

る
。
中
途
退
職
者
は
直
近

3
年
間
で
15
人
。
終
身
雇

用
も
転
換
期
に
き
て
い
る
。

問　
家
族
や
地
域
で
賄
え

な
い
事
柄
が
行
政
の
課
題

と
し
て
拡
大
。
限
ら
れ
た

人
員
で
の
優
先
順
位
は
。

町
長　
人
口
減
少
が
加
速

し
、
対
応
課
題
は
増
加
の

一
途
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
で
、
よ
り
多
く
の
情
報

分
析
や
ス
ピ
ー
ド
感
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
事
業
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

中
で
、必
要
性
、緊
急
性
、

財
源
の
確
保
な
ど
多
角
的

な
視
点
で
優
先
順
位
を
見

極
め
る
。

問　
今
後
の
岩
泉
町
役
場

の
役
割
は
。

町
長　
人
口
減
少
で
町
民

力
が
弱
ま
る
中
、
住
民
、

事
業
者
、
団
体
と
連
携
を

深
め
、そ
の
調
整
を
担
い
、

ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
提
供
を
す
る
。

乗
り
切
る
ぞ

担
い
手
不
足

ワ
ン
チ
ー
ム
で

一般質問・答弁
全文はこちらから

問�

人
口
減
少
で
の
課
題
対
応
は

答 

官
民
連
携
で
調
整
役
を
担
う

次

は

、

●

次
は
、
ど
な
り
ゃ
ん
し
た
あ
の
提
言
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獣
医
師
不
足
は
、

町
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
認
識
。
県
農
業

共
済
組
合
、
岩
手
県
、
新

岩
手
農
業
協
同
組
合
に
、

獣
医
師
の
診
療
体
制
の
確

保
な
ど
要
望
。
引
き
続
き

要
望
活
動
を
行
い
、
早
期

再
開
に
向
け
取
り
組
む
。

県
農
業
共
済
組
合

の
管
内
診
療
が
休

診
と
な
り
、
獣
医
師
不
足

が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

畜
産
酪
農
業
の
振
興
の
た

め
に
町
自
ら
が
獣
医
師
を

抱
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
岩
泉
・
田
野
畑
地
域
へ

の
往
診
可
能
な
開
業
獣
医

師
を
紹
介
す
る
周
知
用
チ

ラ
シ
を
作
成
。（
宮
古
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
岩
泉

町
、
田
野
畑
村
の
連
名
）

　
周
知
は
９
月
中
を
目
途

に
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
に
は
Ｊ

Ａ
が
、
そ
れ
以
外
の
農
家

に
は
宮
古
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
う
。

　

今
後
も
要
望
は
継
続

し
、
獣
医
師
の
誘
致
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
児
童
か
ら
は
「
観
光
客

は
一
部
に
し
か
行
か
ず
商

店
街
へ
も
来
て
ほ
し
い
」

「
遊
べ
る
場
所
が
少
な
く

学
校
の
遊
具
も
減
っ
て
い

る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
坂

道
が
多
く
歩
道
が
で
こ
ぼ

こ
し
て
い
る
」「
バ
ス
停

管
内
に
獣
医
師
が

定
着
し
て
お
ら

ず
、
緊
急
時
に
死
亡
事
故

が
多
発
す
れ
ば
死
活
問

題
。
早
急
に
獣
医
師
確
保

に
向
け
取
り
組
み
を
。

町
内
外
の
開
業
獣

医
師
の
往
診
で
、

最
小
限
の
家
畜
診
療
体
制

を
確
保
。
獣
医
師
不
足
は

全
県
的
課
題
で
、
早
期
に

公
的
家
畜
診
療
所
体
制
の

再
開
は
困
難
。
宮
古
市
で

開
業
準
備
を
進
め
る
獣
医

師
に
本
町
の
往
診
を
お
願

い
し
前
向
き
な
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
情
報

交
換
な
ど
進
め
持
続
的
診

療
に
結
び
付
く
よ
う
取
り

組
む
。

質疑のその後

問

問

答

答

獣医師総務 令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

令
和
６
年
９
月

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会

早
急
に
獣
医
師
確
保
を

往
診
可
な
開
業
医
周
知

　現在和牛30頭を飼育。牛の診察は、
町外の獣医師に車代を支払い診ても
らいます。車代の負担も大きいので、
町には一層の獣医師対策を望みます。

町では一層の
獣医師対策を

小野寺一平さん
（安家・66歳）

まま ちち 声声のの

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

産業動物の獣医師不足は全県的課題「こんなまちにしたい」思いを込めて発表する児童

家畜の健康増進で消費者に安全な製品を提供

教育01 身近な
議会05雇用の

創出03町民の
意欲向上02 町民の

所得向上04 議会で取り組む
５つの重点課題
議会だより№ 206
（４･５㌻）
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岩泉小の児童が
まちづくりを提案

　
７
月
18
日
、
岩
泉
小
（
吉
田
浩
規
校
長
、
児
童
１
６
７

人
）
の
６
年
生
29
人
が
「
子
ど
も
議
会
～
岩
泉
町
の
未
来

を
考
え
る
～
」
と
題
し
、
社
会
科
の
学
習
で
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
考
え
た
岩
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
。
発
表
後
に

は
各
グ
ル
ー
プ
に
総
務
常
任
委
員
が
加
わ
り
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

に
い
す
が
無
く
高
齢
者
が

大
変
」
と
い
っ
た
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
目
線
の
提
案
に

は
多
く
の
発
見
・
ヒ
ン
ト

が
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
、
実
現
へ

向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
提
案
の

ま
ち
づ
く
り

＊�

安
全
で
子
育
て
し

や
す
い
町

＊�

お
祭
り
で
に
ぎ
わ

い
を
つ
く
る
町

＊
カ
ラ
フ
ル
な
町

＊�

い
ろ
ん
な
世
代
が

遊
べ
る
町

＊�

気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
の
あ
る
町

＊
住
み
や
す
い
町

　議員さんへの発表は緊張したけど、成
功できて良かったです。岩泉町の好きなと
ころは自然が多くて人が優しいところ。住
みやすい町にして人口が増えてほしいです。

緊張したけど成功
人口増えてほしい

佐々木陽
はる

生
き

くん
（岩泉小６年）

まま ちち 声声のの

グループごとに活発な意見交換が行われました

常任委員会レポート

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。

テ
ー
マ
は
「
商
店
街
を

綺
麗
で
カ
ラ
フ
ル
な
街

に
し
た
い
」
で
し
た
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
絵
を
描

い
て
楽
し
い
商
店
街

に
。所
有
者
と
の
交
渉
、

テ
ー
マ
、色
調
の
選
定
、

費
用
と
時
間
な
ど
検
討

が
必
要
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
が
実
現
す
る
ま

で
総
務
常
任
委
員
会
と

し
て
伴
走
し
ま
す
。

総
務
常
任
副
委
員
長

�

千
葉　
泰
彦

【
所
感
】
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町
道
大
沢
口
鼠
入
線

【
要
望
】

　
道
路
上
へ
の
落
石
が
あ

り
危
険
。
道
路
管
理
を
き

ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。

　
現
状
を
確
認
。
定
期
的

な
見
回
り
と
適
正
な
管
理

が
必
要
。

御
殿
崎
自
然
休
養
林

の
周
辺
・
熊
の
鼻
展

望
台
周
辺

【
要
望
】

　
潮
風
ト
レ
イ
ル
で
来
る

人
か
ら
鵜
の
巣
～
岩
泉
間

の
整
備
が
悪
い
と
度
々
聞

く
。
整
備
が
必
要
で
は
。

　
当
該
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト

は
難
所
と
認
識
。
ル
ー
ト

内
に
あ
る
町
管
理
施
設
の

老
朽
化
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
善
が
必
要
。

　
産
業
常
任
委
員
会
は
８

月
28
日
、
台
風
第
５
号
に

よ
り
被
害
の
あ
っ
た
町
道

や
県
道
、
龍
泉
洞
の
現
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
被
害
現
場
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

お
お
む
ね
迅
速
な
仮
復
旧

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
。

　
原
型
復
旧
が
復
旧
工
事

の
原
則
で
あ
る
と
理
解
し

つ
つ
、
度
重
な
る
災
害
を

目
の
当
た
り
に
す
る
度
、

改
良
復
旧
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
き
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
3
人
の
講

師
が
「
読
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
の
作
り
方
」「
や
っ

て
は
い
け
な
い
デ
ザ
イ

ン
」「
読
ま
れ
な
い
議
会

だ
よ
り
に
出
す
意
味
な

し
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

義
。
読
む
人
の
心
の
変
化

を
設
計
し
、
読
む
人
側
の

常任委員会レポート常任委員会レポート
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産業

広報

要
望
箇
所
の
現
況
調
査

行
政
視
察
を
受
け
入
れ

‌

青
森
県
外
ヶ
浜
町
・
山
田
町

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
７
月
17

日
、
議
員
と
語
る
会
で
要
望
を
い
た
だ
い
た
ナ
ラ
枯
れ
支

障
木
・
町
道
・
観
光
地
の
現
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
、
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
に
て
令

和
６
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
坂
本
昇

委
員
と
畠
山
昌
典
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は

「
ゴ
ー
ル
は
読
ん
だ
人
が
自
発
的
に
行
動
す
る
こ
と
」
な

ど
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
読
ま
れ
る
広
報
（
周
知
）
か
ら
、
読
ん
だ
人
を
動
か
す

広
報
（
行
動
）
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
牛
内
地
区
の
ナ
ラ

枯
れ
支
障
木

【
要
望
】

　
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
り
倒
木

す
る
恐
れ
が
あ
る
支
障
木

が
あ
る
。
早
く
対
処
し
て

ほ
し
い
。

　
町
道
へ
の
倒
木
の
危
険

性
を
確
認
。
担
当
課
で
あ

る
農
林
水
産
課
に
現
状
と

対
策
を
講
ず
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。

倒木の恐れがあるナラ枯れ支障木
� （小本大牛内地区）

目を疑うほどひどく破損している道路
� （町道イマシコト線）

町
道
鼠
入
川
線
（
大
平
バ

ス
停
付
近
）

　
被
害
場
所
の
対
岸
に
あ

る
岩
山
に
よ
る
被
害
拡

大
。
改
良
が
必
要
。

町
道
イ
マ
シ
コ
ト
線
（
浅

内
大
沢
）

　
排
水
が
も
ろ
く
改
良
復

旧
が
望
ま
し
い
。

町
道
松
野
松
橋
線
、
二
升

石
水
道
施
設

　
災
害
復
旧
が
完
成
し
た

ば
か
り
で
の
被
災
。
改

良
・
移
転
復
旧
が
必
要
。

町
道
沢
廻
線

　
県
の
河
川
改
修
工
事
途

中
で
被
害
拡
大
。
県
に
よ

る
復
旧
工
事
を
注
視
。

県
道
普
代
小
屋
瀬
線
・
安

家
玉
川
線（
川
口
～
茂
井
、

松
林
～
大
平
）

　
度
重
な
る
被
災
。
改
良

工
事
が
必
要
。

龍
泉
洞
及
び
園
地
内

　
２
年
続
け
て
の
被
災
。

配
電
盤
の
移
設
な
ど
、
根

本
的
対
策
が
必
要
。

広
報
周知から行動へ

「読まれる」の次は「行動変容」
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産
業
台風５号の
被害を確認

視
点
で
作
る
こ
と
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　
読
ま
れ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
読
ん
だ
人
に
ど
う

い
う
行
動
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
か
。
町
の
皆
さ
ん
の

声
を
心
を
込
め
て
聴
く
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
青
森
県

外
ヶ
浜
町
議
会
広
報
特
別

委
員
会
の
皆
さ
ん
が
「
議

会
だ
よ
り
」
の
行
政
視
察

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
外
ヶ
浜
町
は
青
森
県
北

部
、
津
軽
半
島
の
北
東
部

に
位
置
す
る
人
口
５
０
３

０
人（
本
年
９
月
末
現
在
）

の
町
で
す
。

　
町
民
か
ら
読
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
工
夫
や
「
編

集
方
針
」
を
作
成
す
る
こ

と
の
重
要
性
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
10
月
10
日
に
は
、
山
田

町
議
会
改
革
検
討
特
別
委

員
の
皆
さ
ん
が
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
」
の
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
は
、
令
和
3

年
の
９
月
定
例
会
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
。
導
入

ま
で
の
経
緯
や
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　議会だよりは毎回読みます。スポー
ツ関係や女性の社会活動の記事に目が
行き、「まちの声」も楽しみ。町の皆さ
んの声が届く議会だよりを待っています。

町の声が届く
議会だよりを

小成　智美さん
（小本・35歳）

まま ちち 声声のの

読まれない議会だよりに出す意味なし！
全国１位の常連、寄居町議会広報の編集方針

▶�

外
ヶ
浜
町
議
会
広
報
特
別

委
員
の
皆
さ
ん

　岩泉町議会では他自治体か
らの行政視察を受け入れてい
ます。視察にお越しいただく
皆さまには、町内への宿泊、
龍泉洞の観覧またはお食事や
買い物をお願いしています。
＊本年度の視察受け入れ
　５団体（R6.9 月末現在）

　

久
々
の
全
国
研
修
。

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受

け
、
た
め
に
な
る
内
容
で

し
た
。
中
で
も
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
常
に
上
位
に

入
る
寄
居
町
の
編
集
方

針
「
読
ま
れ
な
い
議
会

だ
よ
り
に
出
す
意
味
な

し
」
は
感
銘
を
受
け
、

我
が
議
会
だ
よ
り
も
さ

ら
に
町
の
皆
さ
ま
に
手
に

取
って
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
研
さ
ん
を
積
む
決

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
昌
典

【
所
感
】



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会—間伐に寄与した紙—」を使用しています。

令
和

6
年

10
月

25
日

発
行

発
行

／
岩

泉
町

議
会

　
発

行
責

任
者

／
議

長
 菊

地
弘

已

編
集

／
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
印

刷
／

山
口

北
州

印
刷

株
式

会
社

〒
027−0595　

岩
手

県
下

閉
伊

郡
岩

泉
町

岩
泉

字
惣

畑
59

番
地

5
TEL  0194（

22）2111　
内

線
252　

FA
X  0194（

22）5566
https://w

w
w

.tow
n.iw

aizum
i.lg.jp/

い
わ
い
ず
み

議
会
だ
よ
り
N
o. 208

委
員
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千
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泰
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佐
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安
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八
重
樫
龍
介
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広報広聴常任委員会

いわいずみ議会だより　第208号
令和6年10月25日発行20

編
集
後
記

編
集
後
記

▽
今
年
の
夏
も
大
変
な
猛

暑
と
な
り
ま
し
た
。
９
月

定
例
会
は
、
条
例
補
正
予

算
と
５
年
度
の
決
算
を
慎

重
に
審
査
。
両
特
別
委
員

会
と
も
に
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
▽
８
月

12
日
に
岩
手
県
に
上
陸
し

た
台
風
第
５
号
。
大
雨
で

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
生
活
橋
、
農
道
、

龍
泉
洞
照
明
設
備
な
ど
仮

復
旧
工
事
の
専
決
処
分
案

を
承
認
。
本
復
旧
に
向
け
、

行
政
と
両
輪
と
な
り
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
新
た
な
決

意
で
す
▽
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
の
作
成
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
取
材
依
頼

の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
副
委
員
長

�

佐
藤
安
美

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
12 月 ５日 （木）　本会議・一般質問
 ６日 （金）　一般質問
 10 日 （火）　条例補正予算審査　本会議

の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。

（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

７月
 ５日 岩手県に対する市町村要望（宮古市）
 10 日  東部町村議会議長会先進地視察 

（福井県：12 日まで）
 18 日  岩手県町村議会議長会政務調査会・

研修会（九戸村）
 20 日 町内県道整備促進住民総決起大会
８月
 １日 戦没者追悼式（町内）
 ７日 第４回臨時会（議会議事堂）
 ８日  町村議会夏季議員大学講座 

（盛岡市：9 日まで）
 22 日 三県合同中央研修会（東京都）
９月
 ５日 知事を囲む懇談会（盛岡市）
 ９日 議会運営委員会（役場）
 12 日 第３回定例会一般質問（議会議事堂）
 13 日 一般質問（議会議事堂）
 17 日 条例補正予算審査特別委員会（役場）
 18 日  決算審査特別委員会 

（役場：20 日まで）

　台風10 号では暴風や停電などで恐怖を
感じた。今回の教室では、小学生に災害
の危険性を知ってもらえた。このような機
会が増えれば、防災意識も高まると感じた。

災害の危険性を
知ってもらえた

應
おう

家
いえ

　瑠
り

玖
く

さん
（実行委員長）

まま ちち 声声のの

01
教育

ジ
オ
ラ
マ
防
災
教
室

泉
高
生
が
小
学
生
へ

　
岩
泉
高
校
（
岩
渕
雅
明

校
長
、
生
徒
１
１
６
人
）

は
８
月
28
日
、
岩
泉
小
の

６
年
生
を
対
象
に
「
ジ
オ

ラ
マ
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
た

防
災
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
２
年
生
35
人
が
講
師
と

な
り
、
町
内
の
危
険
な
場

所
や
安
全
な
場
所
を
学

び
、
防
災
・
減
災
に
役
立

て
る
た
め
に
実
施
。
自
分

た
ち
の
町
へ
理
解
を
深
め

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
小
学
生
の
段
階
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
常
任
委
員
も
参

観
。
高
校
生
の
積
極
的
な

地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

山や川の位置から
土砂災害や川の
氾濫場所を考えました


